
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

三月十二日(火)、第七十七回卒業証書授与式を実施しました。四年ぶり

に全校生徒が参加し、生徒たちの「良い式にしよう」という思いがその

臨む姿勢や歌声に表れ、心のこもった、あたたかで感動的な式となりま

した。これまで見守ってくださった保護者の方々、地域の方々には心よ

りお礼申し上げます。 

 令和五年度もまもなく終了します。五月八日、三年間続いたコロナが

五類移行となり、全学年が一堂に会する機会が戻ってきました。各行事

で、先輩たちが見せる迫力、真剣さ、優しさなど、同じ場所で同じ空気

の振動を体感するからこそ感じることが出来る感動や喜びが一つ一つ積

み重なり、「自分たちもあんなふうになりたい」「あんなふうにやってみ

たい」と感じることができる場面が戻ってきた一年でもありました。そしてそれは、新たな「伝統」が生

み出される瞬間でもありました。 

 「伝統」とは、守旧を意味する言葉ではありません。なりたい姿に近づいていくために、自分ならでは

の工夫や努力を積み重ねていくための原動力となるものです。「あんな先輩になりたい」「こんな自分にな

りたい」という縦糸をピンと張り、そこに近づいていこうと自分なりの「努力」や「創意工夫」という横

糸を、一本、また一本と地道に積み重ねていく。そうすることで、いつのまにか、自分だけの美しい模様

を織り上げ、さらにその美しく織りなされた「糸の綾(布)」にあこがれた後輩たちへと受け継がれていく。

そんな連綿と続くムーブメントを生み出すものが「伝統」なのだと思います。 

本校校歌に歌われるように、祖先(先輩)の教えを一本一本たぐり、自分なりの考えでその糸を染め、生

かし、それを積み上げて自分だけの美しい布を織り上げていく。  

 まもなく迎える新年度が、そんな生徒たちの成長につながっていく一年になっていくよう、保護者や地

域の方々と共に、教職員一同全力で取り組んでいきたいと思います。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

「結
ゆ い

の心」    「靭
じ ん

の心」 
相手を敬い、優しく思いやる心   柔軟な強さを持つ心身 

 

愛中だより

『糸の綾（あや） ～令和五年度を終えて～』   校長 大泉 哲郎 

学校ブログ、

毎日 

更新中！！ 

卒業式を終えて          3年学年主任  岡田 朋子    

 三月十二日（火）、第七十七回卒業証書授与式が実施されました。四年ぶりに保護者だけでなく全校生徒が

参加することができました。在校生が準備した素晴らしい会場において、厳かでありつつも、暖かさを感じら

れる良い式となりました。卒業生からは、三年間の感謝の気持ちとこれからの決意、そして愛川中学校のよき

伝統を引き継ごうという強い意思を感じることができました。新しい世界においても、一人一人が伸び伸びと

自分の良さを発揮して羽ばたけるよう願っています。 

   
   

 

 

田代城頭たそがれて 幾光年の星のかげ ふもとに響く機音は 歴史をたぐる糸の綾  

生かさんいざ祖先の教え 



１年 職業講話             1年キャリア教育担当 村山 彩愛 

３月２6日（火）～４月４日（木）学年末・学年始休業 

４月 ５日（金）令和６年度 １学期始業式・入学式 

2 年 立志式              2年学年主任 馬場 肇 

校内研究会               校内研究担当 矢坂 昌夫 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２６日（金）、１学年を対象に職業講話を実施しました。和菓子屋土門、HITACHI、フ

レックスライオンの方々に、実演を交えながら働いている様子を話していただきました。生徒

の振り返りには、仕事のやりがいや生きていく上での大切な考え方などを学ぶことができたと

いう感想が書かれていました。将来を考える上で貴重な体験ができたと思います。 

 
 

 

 3月１３日（水）、「愛川町十四歳立志式」が行われました。４年ぶり

に、愛川町の中学校２年生全員が愛川町文化会館に集まっての開催でし

た。 

式典では、「わたしたちの誓い」として、中学生ひとりひとりの決意が

映し出されました。力強い文字からは、将来に向けての希望を感じまし

た。 

その後、北極冒険家の荻田さんの講演を聞きました。生徒は、「挑戦す

ることが大切」「失敗から学ぶことは大きい」「まずはやってみる」とい

う感想を持ったようです。明るく元気に、前に進み続けてほしいです。 

 

 

 

 

 顧問紹介 

部活動 顧問 部活動 顧問 

野球 野口（山野） 女子バレー 馬場、井上 

サッカー 松本（山野） 卓球 岩上、堀込 

ソフトテニス 清水、内笹井 吹奏楽 會場、竹内 

陸上 君嶋、本多 PC 芝崎、和出 

バスケット 

ボール 

萬木、久古、 

佐藤 

美術 平井、関原 

引率顧問 戸間替 

 

今後の予定 
 

愛川町立愛川中学校   発行責任者 大泉 哲郎     令和６年３月２５日発行 第６号 

住所 愛甲郡愛川町田代 1395番地  ＴＥＬ 046（281）0094   ＦＡＸ 046（281）6154 

学校ホームページ    URL    http://www.aikawa-edu.jp/sch/aikawa-jhs/ 

２月７日（水）に、今年度最後の校内研究授業が 1学年で行われました。社会科と家庭科

の研究授業が行われ、社会の授業では北アメリカが解決すべき SDGs の課題は何かをグル

ープで考え、色々な見方をして個人の意見にまとめました。家庭科の授業では、家族それぞ

れの立場になって、家族のライフステージに合わせた暮らしやすい部屋の配置を考えまし

た。その後の生徒インタビューを通して、生徒の率直な意見を聞き、教科を越えた研究協議

をすることでよりよい授業について考え、研究を深めることができました。講師の横浜国立

大学教育学部附属鎌倉中学校の先生から頂いた指導・助言を参考に、今後も生徒たちの学

びを深められるよう、校内研究を進めていきたいと思います。 

 

 

 

 


